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このマニュアルでは、Oracle9i Forms Developerおよび Oracle9iAS Forms Serviceの更新内容を次のよ
うに要約しています。

� 一般的な問題と回避策

� 構成上の問題と回避策

� Oracle9i Formsに関する問題

� Oracle9i Formsの既知のバグ

� National Language Supportに関する問題

� ドキュメントの正誤表

上述の最新版リリース・ノートをはじめとする Oracle9i Formsの製品情報は、次のサイトからも入手で
きます。

http://otn.oracle.co.jp/（日本語）

http://otn.oracle.com/docs/products/forms/content.html（英語）

一般的な問題と回避策一般的な問題と回避策一般的な問題と回避策一般的な問題と回避策
この項では、Oracle9i Forms Developerおよび Oracle9iAS Forms Serviceの一般的な問題を取り上げた
うえで、その回避策について説明します。

� Oracle JInitiatorを使用するお客様にとって重要な情報

� Oracle以外のデータベースに対するサポート

� インストール済の Oracle9iAS内に demoCAcert.txtが存在していない

� オンライン・ヘルプ・トピック不明のエラー

� JDAPI Javadocの入手

� XMLTOOLS Javadocの入手

� Oracle9i Forms Migration Assistantの入手

� SSOで HTTPと HTTPSを同時に使用できない

Oracle JInitiatorを使用するお客様にとって重要な情報を使用するお客様にとって重要な情報を使用するお客様にとって重要な情報を使用するお客様にとって重要な情報
機能改善のため、JInitiator は、Formsのインストールに含まれるバージョンではなく、OTN-Japanま
たは OTNからダウンロードできる JInitiator 1.3.1.9を使用することをお薦めします。

Oracle以外のデータベースに対するサポート以外のデータベースに対するサポート以外のデータベースに対するサポート以外のデータベースに対するサポート
Oracle9i Formsには、（SQL*Netを経由するかわりに）ODBC経由でデータベースにアクセスするため
の Open Client Adaptor（OCA）が付属されなくなりました。記載内容によると、Microsoft SQL Server
や IBM DB2などのデータベース内のデータにアクセスする手段である OCAの代用として使用されてい
るのが、Oracle Transparent Gatewaysです。ただし、Forms 9iの初期リリースでは、透過的ゲート
ウェイを介してのアクセスに対するサポートは可能となっていません。この原因は、ゲートウェイでは
行レベル・ロッキングを有効にするための「Select For Update」がサポートされていないためです。こ
のサポートの欠如は、将来のリリースの Oracle Formsで対応される予定です。

インストール済のインストール済のインストール済のインストール済の Oracle9iAS内に内に内に内に demoCAcert.txtが存在していないが存在していないが存在していないが存在していない
『Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド リリース 9.0.2』の第 3章には、次のような旨の引用がありま
す。

「Oracle9iASでテスト目的に提供されているテスト証明書を使用する場合には、JInitiator certdb.txtファ
イルを編集して、デモ・ルートの証明書の内容を追加してください。この証明書ファイルの保存場所
は、<9iAS oracle_home/Apache/Apache/conf/ssl.crt/demoCAcert.txtです」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Application Serverリリース・ノート』お
よび『Oracle9i Developer Suiteリリース・ノート』
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demoCAcert.txtファイルはもう存在していません。Oracle9iAS Web Cacheを有効にして実行している
場合（つまり通常のケースでは）、インストール済のファイル <9iAS oracle_
home>/webcache/wallets/default/b60certificate.txtを使用する必要があります。Web Cacheを使用せ
ずに実行（つまり、Oracle HTTP Serverに直接アクセス）する場合には、次の手順でデモ・ルートの証
明書ファイルを作成する必要があります。

1. Oracle Wallet Managerを起動します。

2. $ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/ssl.wlt/default/ewallet.p12を開きます。

3. 「Operations」メニューの下のメニュー・オプション「Export Wallet」を選択します。

4. 「demoCertCA.txt」という名前のテキスト・ファイルとして保存します。

必要な証明書ファイルを用意したら、『Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド』の次の手順に従って、
証明書が使用できるように JInitiatorを構成（JInitiatorの certdb.txtファイルに付加）します。

オンライン・ヘルプ・トピック不明のエラーオンライン・ヘルプ・トピック不明のエラーオンライン・ヘルプ・トピック不明のエラーオンライン・ヘルプ・トピック不明のエラー
オンライン・ヘルプで、[F1]を押して無効なビルトイン、プロパティ、トリガーおよび定数にリンクし
たときに、「FRM-10063: ヘルプ・ファイルが見つからないか、ヘルプ・ファイルが破損しています」と
いう旨のエラー・メッセージが出力されます。このエラーが発生する原因は、無効な情報がヘルプ・シ
ステムから削除されているためです。移行およびに廃止内容については、『Oracle9i Forms Developer 
and Forms Services Formsアプリケーションの Forms6iからの移行』を参照してください。

JDAPI Javadocの入手の入手の入手の入手
最新の JDAPI Javadoc（英語版）は、次のサイトからダウンロードできます。

http://otn.oracle.com/docs/products/forms/content.html.

XMLTOOLS Javadocの入手の入手の入手の入手
最新の XMLTOOLS Javadoc（英語版）は、次のサイトからダウンロードできます。

http://otn.oracle.com/docs/products/forms/content.html.

Oracle9i Forms Migration Assistantの入手の入手の入手の入手
最新の Oracle9i Forms Migration Assistantおよびドキュメント（英語）は、次のサイトからダウンロー
ドできます。

http://otn.oracle.com/software/products/forms/content.html

日本語の Oracle9i Forms Migration Assistantに関する情報は、OTN-Japan

http://otn.oracle.co.jp/

より提供される予定です。

SSOでででで HTTPとととと HTTPSを同時に使用できないを同時に使用できないを同時に使用できないを同時に使用できない
Formsで SSO（Single-Sign-On ）を使用する場合、中間層サーバーにmod_ossoパートナを登録する必
要があります。フォームを http モードで実行する場合、必要な http情報でそれを登録する必要があり
ます。フォームを httpsモードで実行する場合は、必要な https情報でそれを登録する必要があります。
ただし、mod_ossoに登録できるのはどちらか一方のみです。そのため、SSO を使用してフォームを
httpモードと httpsモードで同時に実行することはできません。

 構成上の問題と回避策構成上の問題と回避策構成上の問題と回避策構成上の問題と回避策
この項では、Oracle9i Forms Developerおよび Oracle9iAS Forms Serviceの構成上の問題を取り上げた
うえで、その回避策について説明します。

� Graphics統合の問題

� ORARRPがサポートされていない

� Formと Reportの統合の問題

� アプリケーション配置では Sun Java 1.3のプラグインがサポートされていない

� Formsアプリケーションの配置
構成上の問題と回避策 5



� 新規のエラー・メッセージ

� 名前付き構成セクション内に OTHERPARAMSがある場合は、デバッガを使用できない

� UNIXプラットフォーム上での Run Formの使用

� Oracle9i Formsでの HTTPSおよびシングル・サインオン（SSO）の有効化

� ORACLE_HOMEが 39文字を超える場合の問題

� Forms Classpathが 511文字を超える場合の JVMのダンプ

� 移行ツールの入手

� Formsと Reportの統合がデバッグ・モードで機能しない

� Graphics統合がサポートされない OSの組合せ

� Formsと Reportsの統合に関する考慮事項

� ブラウザの "URL Not Found"エラー

� Graphics 6iを埋め込んだ Formsの実行

Graphics統合の問題統合の問題統合の問題統合の問題

TK_PRINTERの値を設定する必要があるの値を設定する必要があるの値を設定する必要があるの値を設定する必要がある
Graphics（たとえばチャートなど）は、Form実行時には表示されません。回避策として、TK_
PRINTERが実際の $PRINTERの値に設定されるように g90runm.shを修正してください。

Form内のグラフィック統合内のグラフィック統合内のグラフィック統合内のグラフィック統合
default.env内の PATH環境変数を、Oracle 9iDSの Oracleホームの次のディレクトリに設定します。

%ORACLE_HOME%/bin

ORARRPがサポートされていないがサポートされていないがサポートされていないがサポートされていない
ORARRPはサポート対象外です。『Oracle9i Forms Developer and Forms Services Formsアプリケー
ションの Forms6iからの移行』に掲載されている converter.propertiesのオプションのうち、次のもの
はサポート対象外です。

� default.use_orarrp

� default.orarrp_virtual_directory

� default.orarrp_physical_directory

上述の各オプションは無視してもかまいません。

Formとととと Reportの統合の問題の統合の問題の統合の問題の統合の問題

Report統合の失敗時のエラー統合の失敗時のエラー統合の失敗時のエラー統合の失敗時のエラー frm-41213
このエラーを受け取った場合は回避策として、default.envファイルに次のコードを追加してください。

REPORTS_CLASSPATH=%FORMS_ORACLE_HOME%/jlib/zrclient.jar;%FORMS_ORACLE_
HOME%/reports/jlib/rwrun.jar

Unixでででで Form Builderからはからはからはからは Reports Builderを起動できないを起動できないを起動できないを起動できない
回避策として、ファイル f90desm.shを修正して、reports.shの呼出し元の行のコメントを解除します。

アプリケーション配置ではアプリケーション配置ではアプリケーション配置ではアプリケーション配置では Sun Java 1.3のプラグインがサポートされていないのプラグインがサポートされていないのプラグインがサポートされていないのプラグインがサポートされていない
Solarisプラットホーム上では、実稼働環境での配置がサポートされていない VMパラメータが
formsweb.cfgファイル内に含まれます。Sun Java 1.3のプラグインは、ランタイム配布用のクライアン
ト・プラットホームとしてはサポートされていません。formsweb.cfgファイル内にあるこのプラグ用の
エントリは、UNIXプラットホーム上の Oracle9iDS Forms Developerで使用する場合にのみ、フォーム
の実行時またはデバッグ時に使用されます。
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Formsアプリケーションの配置アプリケーションの配置アプリケーションの配置アプリケーションの配置
Oracle9iAS上に Oracle9i Formsアプリケーションを配置するには、forms90.confファイルの構成が必要
になります。Oracle9iAS Forms Servicesでは、Forms Servletおよび Forms Listener Servletに対しての
み、mod_OC4Jを介して OC4Jが使用されます。クライアント Javaアーカイブや JInitiatorのダウン
ロードをはじめとする他のファイル・ハンドリングはすべて、直接 Oracle HTTP Serverで実行され、製
品のインストール中に自動的に forms90.confファイルが構成されます。forms90.confファイルについて
は、『Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド』を参照してください。

Oracle9iDS上には Apache HTTP Listenerがないため、設計時の配置およびクライアント・アーカイ
ブ・ファイルのダウンロードの目的に、OC4Jが直接 Formsによって使用されます。

新規のエラー・メッセージ新規のエラー・メッセージ新規のエラー・メッセージ新規のエラー・メッセージ
FRM-93000: Servlet internal error.
Cause:  A servlet error occurred, or runtime did not start propery.
Action: See the error messages in the servlet (OC4J) log file for clarification.

このエラーが出力された場合、サーブレットでエラーが発生しており、その詳細を記録した OC4Jロ
グ・ファイルが生成されます。

OC4Jログ・ファイルは、次の場所にあります。

<ORACLE_HOME>/j2ee/OC4J_BI_Forms/application-deployments/forms90app

このログ・ファイルはアプリケーション・ログと呼ばれます。Oracle9iASの構成内容にもよりますが、
一般的にはたとえば OC4J_BI_Forms_default_island_1のようなサブディレクトリ内に格納されます。

名前付き構成セクション内に名前付き構成セクション内に名前付き構成セクション内に名前付き構成セクション内に OTHERPARAMSがある場合は、デバッガを使用がある場合は、デバッガを使用がある場合は、デバッガを使用がある場合は、デバッガを使用
できないできないできないできない
formsweb.cfgファイル内の名前付き構成セクションに OTHERPARAMSが使用された場合は、デフォ
ルトの OTHERPARAMSパラメータ（DEBUGパラメータを含む）が上書きされます。

たとえば、次のような名前付き構成セクションがあるとします。

[MyApp]
otherparams=usesdi=yes

その場合、次のようなデフォルトの OTHERPARAMSが上書きされます。

otherparams=debug=%debug% host=%host% port=%port%

その結果、MyApp構成でデバッガを使用してもそのデバッガは実行されません。MyApp構成が使用
されるように Form設定の Application Server URLを修正した場合にも、デバッガにこのような動作が
起こります。

回避策は、DEBUG、HOSTおよび PORTを別々のパラメータとして指定することです。該当する
base.htmlファイルおよび別々のパラメータを修正します。これらのパラメータは、必ず formsweb.cfg
のデフォルト・セクションに追加するようにします。その後、これらのパラメータを OTHERPARAMS
から削除してください。

UNIXプラットフォーム上でのプラットフォーム上でのプラットフォーム上でのプラットフォーム上での Run Formの使用の使用の使用の使用
UNIXプラットフォーム上で Run Formを使用するには、次のようにします。

1. JDK 1.3.1_02プラグインをインストールします。

2. NPX_PLUGIN_PATH を
Solaris: $ORACLE_HOME/jdk/jre/plugin/sparc/ns4
HP-UX: $ORACLE_HOME/jdk/jre/plugin/PA_RISC/ns4
（プラグイン・インストール場所）に設定し、Netscape用に Javaプラグインを有効にします。

3. Form Builderで、「Edit」→「Preferences」→「Run Time」の順に選択します。

4. 「Web Browser Location」テキスト・フィールドに、ブラウザへの絶対パスを入力します。

注意注意注意注意 : Web Browserをシンボリック・リンクとしては使用しないでください。その用途に使用した
場合は Run Formがハングしてしまいます。

5. 「OK」をクリックして設定を保存し、ダイアログを非表示にします。
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Oracle9i Formsでのでのでのでの HTTPSおよびシングル・サインオン（およびシングル・サインオン（およびシングル・サインオン（およびシングル・サインオン（SSO）の有効化）の有効化）の有効化）の有効化
Oracle9i Formsで HTTPSおよびシングル・サインオン（SSO）を有効にするには、次のようにします。

1. 中間層サーバー上で次のコマンドを実行して、HTTPS情報を登録します。

$ORACLE_HOME/jdk/bin/java -jar $ORACLE HOME/sso/lib/ossoreg.jar -oracle_home_path %MIDTIER_
ORACLE_HOME% -host %<INFRASTRUCTRE_MACHINE_NAME>% -port 1521 -sid iasdb -site_name 
%<INFRASTRUCTRE_MACHINE_NAME>%:1521 -success_url https://midtierserver.us.oracle.com:4443/osso_
login_success-logout_url https://midtierserver.us.oracle.com:4443/osso_logout_success-cancel_
url https://midtierserver.us.oracle.com:4443/-home_url 
https://midtierserver.us.oracle.com:4443/-config_mod_osso TRUE -u root -sso_server_version v1.2

� 注意注意注意注意 : Oracle9iASでは、ポート 4443がデフォルト・ポートです。

2. 証明書ファイル $ORACLE_HOME/webcache/wallets/default/b64certificate.txtをインポートしま
す。

JInitiatorを使用してフォームを実行する場合は、b64certificate.txtファイルを certdb.txtに追加します。
Internet Explorerで Formを直接実行する場合は、このファイルを Internet Explorerにインポートして
ください。

ORACLE_HOMEがががが 39文字を超える場合の問題文字を超える場合の問題文字を超える場合の問題文字を超える場合の問題
ORACLE_HOMEの名前が長くなると（ORACLE_HOME全体のディレクトリ名が 40文字以上になる
と）、Forms Builderの実行に問題が発生します。コード・エディタを起動してトリガーまたはプログラ
ム・ユニットを変更または作成しようとすると、ヘルプが表示されず、デバッガが機能せず、Builder
がクラッシュします。この問題を回避するには、ORACLE_HOME の名前を 40文字未満にします。

また UNIXでは、ファイル $ORACLE_HOME/bin/f90desm.shを開いて、FORMS90_BUILDER_
CLASSPATH が設定されている行の後に、次の 2 行を追加します。

CLASSPATH=$FORMS90_BUILDER_CLASSPATH

export CLASSPATH 

Forms Classpathがががが 511文字を超える場合の文字を超える場合の文字を超える場合の文字を超える場合の JVMのダンプのダンプのダンプのダンプ
FORMS90_BUILDER_CLASSPATHが 511文字を超える場合、Forms Developerでトリガーまたはプロ
グラム・ユニットを作成しようとすると、JVMのダンプが発生します。対処方法としては、f90desm.sh
スクリプトまたはコマンド・ラインに、CLASSPATH=$FORMS90_BUILDER_CLASSPATH を設定しま
す。

移行ツールの入手移行ツールの入手移行ツールの入手移行ツールの入手
現在 Forms Developerには、Forms6iアプリケーションを Forms9iに移行するためのコマンド・ライン
移行ツールが提供されています。移行ウィザードと付属のドキュメントは、今後 OTN-Japanで提供さ
れる予定です。

Formsとととと Reportの統合がデバッグ・モードで機能しないの統合がデバッグ・モードで機能しないの統合がデバッグ・モードで機能しないの統合がデバッグ・モードで機能しない
デバッグ・モードで（「デバッグ」メニューから「Debug Module」を使用するか、「フォーム・デバッ
グの実行」ボタンをクリックして）Forms Developerからレポートを統合し、フォームを実行すると、
次のエラーが表示されます。

FRM-41213:Reportsサーバー Rep9isrvに接続できません。

デバッグ・モードでフォームを実行しなければ、レポートの統合は問題なく機能します。

Graphics統合がサポートされない統合がサポートされない統合がサポートされない統合がサポートされない OSの組合せの組合せの組合せの組合せ
Forms 9iと Graphics 6iとの統合は、次の組合せの場合は機能しません。

Oracle9i Application Server リリース 2 : Solaris 2.6 システムへインストール

Oracle9i Application Server R1.0.2 : Solaris8(2.8)システムへインストール
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Formsとととと Reportsの統合に関する考慮事項の統合に関する考慮事項の統合に関する考慮事項の統合に関する考慮事項
Oracle9i Forms Servicesのデフォルトの構成は、SSOモードで実行されません。Oracle9i Reports 
Servicesのデフォルトの構成は、SSOモードで実行されます。

Forms Run_Report_Objectビルトインを使用して統合された Oracle Reportsをコールする Formsアプリ
ケーションは、Reports Servicesと要求された Reportsモジュールが Oracle Portalに登録されていない
限り、Formsが非 SSOモードで実行され、Reportsが SSOモードで実行されても、問題は発生しませ
ん。

その他の要件その他の要件その他の要件その他の要件
� プロパティの ReportServerは、Formsモジュールのすべてのレポート・オブジェクトに明示的に設
定しておく必要があります。

� デフォルト以外の Reports Serverを使用する場合、そのサーバーは次のようにコマンドラインから
起動する必要があります。

rwserver server=<Reportsサーバー名 >

� システム変数の REPORTS_PATHは、Reportsの場所が参照されるように、ファイル ORACLE_
HOME/bin/reports.shで変更する必要があります。

� Reportsサーバーを初めて起動すると、ORACLE_HOME/server/conf/<サーバー名 >.confとい
う構成ファイルが作成されます。

� Reportsサーバーのデフォルトのステータスはセキュアです。Reportsサーバーのステータスを非セ
キュアに変更するには、<security>タグをコメント・アウトし、<job>タグから securityIdを削
除して、ORACLE_HOME/server/conf/<Reportsサーバー名 >.confを変更します。

� これらの変更を行った後、Reportsサーバーを再起動する必要があります。

� Forms Servicesが SSOモードで動作するように設定されている場合、Reportsの要求は、SSOユー
ザー・ログインに基づいて与えられる authidとともに送信されます。

� 保護付きの Reportsと Reports Serversは、Portalに登録できます。

表 1は、Formsと Reportsの可能な組合せと予測される結果の一覧です。

ブラウザのブラウザのブラウザのブラウザの "URL Not Found"エラーエラーエラーエラー
ブラウザに「URL Not Found; The requested URL /forms90/f90servlet was not found on this server」に
類するエラー・メッセージが表示された場合は、oracle_apache.confファイルに次のエントリを追加し
ます。

include "<ORACLE_HOME>/forms90/server/forms90.conf"

<ORACLE_HOME>は、Oracle9iDS や Oracle9iAS のインストールにおける Oracleホームです。

表表表表 1  Formsがががが SSOモードまたは非モードまたは非モードまたは非モードまたは非 SSOモードで稼動する場合のモードで稼動する場合のモードで稼動する場合のモードで稼動する場合の Formsとととと Reportsの統合の結果の統合の結果の統合の結果の統合の結果

登録されたセキュア登録されたセキュア登録されたセキュア登録されたセキュア Reports Server 非セキュア非セキュア非セキュア非セキュア
Reports Server

登録されたレポートのみ実行登録されたレポートのみ実行登録されたレポートのみ実行登録されたレポートのみ実行 任意のレポートを実行任意のレポートを実行任意のレポートを実行任意のレポートを実行

パブリック・アクセス付きレ
ポート

レポート生成可能 レポート生成可能 レポート生成可能

特定のユーザー・アクセス付
きレポート

レポート生成可能 レポート生成可能 レポート生成可能

特定のユーザー・アクセスな
しのレポート

レポート生成不可 レポート生成不可 レポート生成可能

登録されていないレポート レポート生成不可 レポート生成可能 レポート生成可能
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Graphics 6iを埋め込んだを埋め込んだを埋め込んだを埋め込んだ Formsの実行の実行の実行の実行
UNIX環境で Graphics 6iのチャート項目を埋め込んだ Formsを実行するためには、以下に挙げる設定
を正しく行う必要があります。

1. $ORACLE_HOME/guicommon9/tk90/admin/uiprint.txt 内で、正常なプリンタ・エントリが
記述されていること。

2. Oracle9i Forms Servicesの起動時および g90runm.sh等のシェルスクリプト内で、以下の環境変数
が設定されていること。

PRINTER=<1で設定したプリンタ名>
TK_PRINTER=<1で設定したプリンタ名>
TK_PRINT_STATUS="echo %n is valid"

個々のファイル、環境変数の詳細な設定方法についてはマニュアルおよびオンライン・ヘルプを参照し
てください。

 Oracle9i Formsに関する問題に関する問題に関する問題に関する問題
次の項では、Oracle9i Formsコンポーネントに関する既知の問題を取り上げます。

� Oracle9i Formsと Enterprise Managerに関する問題

� Oracle9i Formsのトレースに関する問題

� パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、「フォームの実行」
を使用できない

� キーボード・ショートカットの変更

� JDeveloperで作成した PJCの Formsへの配置

� 完全な CLASSPATHが JDAPIで使用できない

� Java Plug-inを使用してNetscapeでWeb Formsを実行すると、セキュリティ警告メッセージが
表示される

� レイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱い

Oracle9i Formsとととと Enterprise Managerに関する問題に関する問題に関する問題に関する問題

Enterprise Managerでででで Formsセッションを強制終了した場合、その処理に約セッションを強制終了した場合、その処理に約セッションを強制終了した場合、その処理に約セッションを強制終了した場合、その処理に約 1分かかる分かかる分かかる分かかる
Forms Serverでは、必要なクリーンアップ作業（メモリー割当てのクリーンアップなど）が実行されて
いるため、Formプロセスをコマンドラインで強制終了した場合でも、結果は同じです。

Enterprise Managerによるによるによるによる formsweb.cfgからのコメント除去からのコメント除去からのコメント除去からのコメント除去
Enterprise Managerを使用して formsweb.cfgファイルを修正し、変更内容を送ると、formsweb.cfg
ファイルの中にあったコメントがすべて削除されます。この動作は、変更内容を送った後に起こりま
す。表示のみであれば削除されません。

Oracle9i Formsのトレースに関する問題のトレースに関する問題のトレースに関する問題のトレースに関する問題

定義済ログ名が作成不可能定義済ログ名が作成不可能定義済ログ名が作成不可能定義済ログ名が作成不可能
Forms Traceファイルのログ名は、URLでは指定できなくなりました。この動作により、無効な場所に
ファイルが誤って書き込まれてしまうのが回避されています。URLに log=<filename>を指定した場合、
その URLは無視されます。そのファイルには forms_<pid>.trcという名前が付きます。ここで、<pid>
は、サーバー上のプロセス IDです。ファイルは環境変数 FORMS90_TRACE_PATHで指定されたディ
レクトリの中に作成されます。この変数はサーバー上で指定されます。

Oracle Traceでのでのでのでの Oracle9i Formsに対するサポート廃止に対するサポート廃止に対するサポート廃止に対するサポート廃止
record=otraceと指定した場合、Formは起動に失敗します。Oracle9i Formsに設定される次回のパッチ
では、この問題が解決される予定です。
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パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、
「フォームの実行」を使用できない「フォームの実行」を使用できない「フォームの実行」を使用できない「フォームの実行」を使用できない
サンプルのフォームを作成してパスにスペースが含まれているディレクトリ（たとえば C:¥Program 
Files¥Oracle¥test.fmb）に保存し、「Run Form」アイコンをクリックすると、エラー・ダイアログが表
示されます。

FRM-40010 : Cannot read form C:¥Program.

このエラー・メッセージは、URLにスペースが含まれている場合に表示されます。

キーボード・ショートカットの変更キーボード・ショートカットの変更キーボード・ショートカットの変更キーボード・ショートカットの変更
次のキーボード・ショートカットは変更されました。

JDeveloperで作成したで作成したで作成したで作成した PJCのののの Formsへの配置への配置への配置への配置
JDeveloper PJC Wizardを使用してトランスポータブル Java コンポーネント（PJC ）を作成する場合、
使用する PJCの実行時に Java依存クラスを利用できるようにする必要があります。これらの依存クラ
スは、oracle.jdeveloper.pjc.BeanWrapperと oracle.jdeveloper.pjc.TypeConverterです。

これらのクラスを最も簡単に利用できるようにする方法は、jdev-rt.jar ファイルを Custom PJC Jarファ
イルとともに、アプリケーションの Archiveタグに含めます。ただし、ダウンロードのサイズを抑える
ために、JDeveloperの「JAR配布プロファイル」設定を使用して、明示的に 2つの必要なクラスを
Custom PJC jarファイルに含めることができます。

クラスを含める手順は、次のとおりです。

1. 配置ファイルを作成または編集して、単純な Jarファイルを作成します。

2. 「依存性アナライザ」設定で、「JDeveloper Runtime」ノードを選択し、次に「依存性アナライザの
クラスパスにこれらを追加」ラジオ・ボタンを選択します。

これで、PJCで必要な場合には、生成された jarファイルに BeanWrapperクラ スと TypeConverterク
ラスが含まれます。

完全な完全な完全な完全な CLASSPATHがががが JDAPIで使用できないで使用できないで使用できないで使用できない
JDAPI を実行するには、次のように CLASSPATHで f90jdapi.jarを設定する必要があります。

CLASSPATH =<ORACLE_HOME>¥forms90¥java¥f90jdapi.jar;

Java Plug-inを使用してを使用してを使用してを使用して Netscapeでででで Web Formsを実行すると、セキュリティ警を実行すると、セキュリティ警を実行すると、セキュリティ警を実行すると、セキュリティ警
告メッセージが表示される告メッセージが表示される告メッセージが表示される告メッセージが表示される
JInitiatorを使用してWeb Formsを実行すると、証明書はすでにロードされており、アプレットはその
署名により認証されます。

しかし、UNIXプラットフォームでネイティブ・ブラウザを使用する場合など、証明書は自動的には
ロードされていません。

この警告が表示されないようにするには、ブラウザ側で「Grant」「Grant Always」を選択する必要があ
ります。

表表表表 2  キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

アクション、ファンクションアクション、ファンクションアクション、ファンクションアクション、ファンクション
またはツールまたはツールまたはツールまたはツール

以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースの
ショートカットショートカットショートカットショートカット

Oracle9i Formsのののの
ショートカットショートカットショートカットショートカット

PL/SQLエディタ [F7] [F11]

デバッグ・モジュール [Shift]+[Ctrl]+[F9] [Shift]+[F9]

ステップ・オーバー [F12] [F8]

ステップ・イン [F11] [F7]

ステップ・アウト [Shift]+[Ctrl]+[F11] [Shift]+[F7]

カーソル位置まで実行 [F4] [Shift]+[F4]
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レイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱いレイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱いレイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱いレイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱い
レイアウト・ウィザードで画面レイアウトを自動生成するときに、_（アンダースコア）を使用してい
る列名などに対応するラベルにおいて、_記号がスペースに変換されます。

Oracle9i Formsの既知のバグの既知のバグの既知のバグの既知のバグ
次の項では、Oracle9i Formsの既知のバグを取り上げます。推奨される回避策がある場合は、それにつ
いても説明します。

� 1883年 11月 18日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート

� NCHAR列または NVARCHAR2列内のデータがフォームによって破壊される

� クエリー実行後に ONETIMEWHEREブロック・プロパティを取得した場合、Formがクラッ
シュする可能性がある

� レイアウト・エディタにアイコン・ボタンが GIF/JPGイメージで表示されるようにする必要が
ある

� キーボードを使用しても「Select Java Classes」フィールドにナビゲートできない

� Migration Assistant

� RUN_PRODUCTビルトインを、もう 1つの別のフォーム・セッションの起動に使用すると、
エラーが発生する

� 実装クラス内に有効な Bean名が含まれている場合、FRM-13008エラーが返される

� XMLTOOLに関する問題

� PL/SQLエディタに関する問題

� JDAPIに関する問題

1883年年年年 11月月月月 18日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート
1883年 11月 18日以前の日付については、異なるタイム・ゾーン（たとえば US/東部から GMT）間の
日付変換の際に既知の問題が生じています。こうした状況では、不正な結果が返される場合がありま
す。この問題は、今後 Oracle9i Formsのパッチで対応される予定です。

NCHAR列または列または列または列または NVARCHAR2列内のデータがフォームによって破壊される列内のデータがフォームによって破壊される列内のデータがフォームによって破壊される列内のデータがフォームによって破壊される
NCHAR列または NVARCHAR2列内のデータが不正になる可能性があります。非ユニコード NLS_
CHARACTERSETを持つデータベースに対して Formを実行しているときは、Form内の CHAR項目か
らデータベースのNCHAR列またはNVARCHAR2列に対して挿入または更新を実行した場合、データ
が破壊される可能性があります。Formをホスティングするサーバーで NLS_LANG用に UTF8文字
セットを指定した場合でも、その可能性があります。

NCHAR列または NVARCHAR2列からクエリーを実行しても、同様にデータが破壊されるおそれがあ
ります。

クエリー実行後にクエリー実行後にクエリー実行後にクエリー実行後に ONETIMEWHEREブロック・プロパティを取得した場合、ブロック・プロパティを取得した場合、ブロック・プロパティを取得した場合、ブロック・プロパティを取得した場合、
Formがクラッシュする可能性があるがクラッシュする可能性があるがクラッシュする可能性があるがクラッシュする可能性がある
レコードに対してクエリーを実行してデータ・ブロック内に格納した後、ONETIMEWHEREプロパ
ティをデータ・ブロックに設定した場合は、その ONETIMEWHEREプロパティの取得中に Formがク
ラッシュします。

回避策は、ONETIMEWHEREプロパティをブロック上に設定してクエリーを実行した後に
ONETIMEWHEREプロパティを取得しないことです。

レイアウト・エディタにアイコン・ボタンがレイアウト・エディタにアイコン・ボタンがレイアウト・エディタにアイコン・ボタンがレイアウト・エディタにアイコン・ボタンが GIF/JPGイメージで表示されるよイメージで表示されるよイメージで表示されるよイメージで表示されるよ
うにする必要があるうにする必要があるうにする必要があるうにする必要がある
Web環境内のアイコンは、.GIFまたは .JPGファイルのどちらかですが、Forms Builderのレイアウト・
エディタでは、アイコンの表示にまだ ICOファイルが使用されています。これらのアイコンは、設計時
にのみ使用されます。実行時には、GIFファイルおよび JPGファイルが使用されます。将来のバージョ
ンの Oracle9i Formsでは、設計時に Form Builderの GIFファイルおよび JPGファイルがサポートされ
る予定です。
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キーボードを使用しても「キーボードを使用しても「キーボードを使用しても「キーボードを使用しても「Select Java Classes」フィールドにナビゲートできな」フィールドにナビゲートできな」フィールドにナビゲートできな」フィールドにナビゲートできな
いいいい
「Import Java Classes」ダイアログでは「Select Java Classes」フィールドへのナビゲートができません。

Migration Assistant 
DATA_PARAMETERは、Run_Productで Reportsの呼出しに使用されますが、Run_Report_Objectを
介した場合は Reportsに渡せません。Migration Assistantは、Reports用の RUN_PRODUCT()ととも
に使用すると、警告を出して動作しなくなります。

Migration Assistantとととと PLLファイルファイルファイルファイル
PLLにキーワードとして「language」または「userenv('LANG')」のどちらかが含まれている場合は、
PLLファイルの移行が失敗します。回避策として、Migration Assistantで PLLの内部にこれらの単語の
うちどちらかの出現が検出された場合はエラー・メッセージを出力して移行処理を中断するように、
Migration Assistantが修正されました。このエラー・メッセージはキーワードごとにそれぞれ異なりま
すが、たとえば次のように表示されます。

ERROR: <OBJECT_NAME>: Invalid PL/SQL variable name "language" found. This variable should be 
renamed.

ERROR: <OBJECT_NAME>: Invalid PL/SQL construct "userenv('LANG')" found.
ora_nls.get_lang_str(ora_nls.language_abbr) should be used instead.

ERROR: Stop word(s) found. Rolling back changes and aborting migration.

コメント内に停止ワードが出現すると、移行が中断される原因になります。PLLの移行が中断されない
ようにするには、search_replace.propertiesファイル内の userenv行および言語カテゴリ行をコメント・
アウトしてください。

「変換後にコンパイル」「変換後にコンパイル」「変換後にコンパイル」「変換後にコンパイル」
「変換後にコンパイル」（default.generateruntime）は依然として有効であり、trueまたは falseのプロパ
ティとなっています。このプロパティが「true」に設定されている場合、変換後にモジュールがコンパ
イルされます（たとえば .fmxファイル、.mmxファイル、.plxファイルなどが生成されます）。PLL
ファイルの場合、default.generateruntimeプロパティには関係なく、常に PLXファイルが生成されま
す。この動作は、適切ではないとみなされ、バグ 2175830申請が出されました。

回避策は、「Edit」→「Inherit」メニューで確認することです。対象のプロパティにグレーのドットが付
いていれば無効ですが、そうでなければ有効です。対象のプロパティが使用可能な場合は、「サブクラ
ス情報」プロパティの表示、プロパティ・クラスへのナビゲーション、プロパティが継承済かどうかの
確認および値の比較ができます。

かわりに .fmbファイルを XMLに変換して、その XMLのプロパティを表示することもできます。XML
に表示されるのは上書きされたプロパティのみです。

RUN_PRODUCTビルトインを、もうビルトインを、もうビルトインを、もうビルトインを、もう 1つの別のフォーム・セッションの起動につの別のフォーム・セッションの起動につの別のフォーム・セッションの起動につの別のフォーム・セッションの起動に
使用すると、エラーが発生する使用すると、エラーが発生する使用すると、エラーが発生する使用すると、エラーが発生する
RUN_PRODUCTビルトインから、もう 1つの別のWeb配置フォーム・アプリケーションを起動した
場合、エラーが発生する可能性があります。

Connection from a new browser window not supported

また、新規に作成したフォームを終了させるときに、元のフォームのセッションがフリーズしてしまう
可能性もあります。回避策として、新規のセッションでは、run_productを「open_form」PL/SQLビ
ルトインで代用して、別の（または同じ）Formインスタンスを実行してください。これは、1つのブラ
ウザ・ウィンドウ内で複数の Formsセッションを実行する場合に推奨される方法です。
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実装クラス内に有効な実装クラス内に有効な実装クラス内に有効な実装クラス内に有効な Bean名が含まれている場合、名が含まれている場合、名が含まれている場合、名が含まれている場合、FRM-13008エラーが返さエラーが返さエラーが返さエラーが返さ
れるれるれるれる
実装クラス・プロパティ内に有効な Bean名が割り当てられているときに、Formsは次のようなエラー
を返す場合があります。

FRM-13008: cannot find javabean with name 'mypackage.PJCBeanWrapper'.

この場合依存クラス・ファイルをすべて、Forms builderから参照できるように CLASS_PATHを設定
してください。JDeveloper PJC Wizardを使用して Beanを作成した場合は、回避策として jdev-rt.jar、
f90all.jarおよび Beanクラスが含まれている jarを FORMS90_BUILDER_CLASSPATHに追加しておく
ようにします。

レイアウト・エディタのレイアウト・エディタのレイアウト・エディタのレイアウト・エディタの Bean領域内に、有効な領域内に、有効な領域内に、有効な領域内に、有効な Beanが表示されないが表示されないが表示されないが表示されない
Solaris上で、有効な Bean名を実装クラス・プロパティに設定した後は、レイアウト・エディタには新
規のオブジェクトが表示されません。Solaris版のレイアウト・エディタは、Windows版のものとは異
なり、ユーザーに対してフィードバックが与えられません。

フィードバックが与えられないため、classpathの設定を誤ったり実装クラス・プロパティに無効な
Bean名を設定したりしてしまうと、Formモジュールを実行して初めてエラーが表示されます。

XMLTOOLに関する問題に関する問題に関する問題に関する問題

Formモジュールのモジュールのモジュールのモジュールの XML変換とその逆変換変換とその逆変換変換とその逆変換変換とその逆変換
Oracle9i Formsモジュールを XML形式に変換した後、元の Formsモジュールに戻すと、キャンバスの
表示が不正になる可能性があります。これは、変換時にカスタム・カラー・パレットが保持されないた
めです。

XMLからからからから FMBへの変換では、画像エラーが通知されないへの変換では、画像エラーが通知されないへの変換では、画像エラーが通知されないへの変換では、画像エラーが通知されない
IMAGEタイプのグラフィック・オブジェクトを含んだ Oracle9i Formに対して XMLから FMBへの変
換を実行しているときに画像ファイルが見つからない場合でも変換ユーティリティは警告を出しません
が、この Formを Forms Builderにローディングしてそのオブジェクトが含まれているキャンバスを開
くと、Form Builderはクラッシュします。

PLLが見つからない場合、が見つからない場合、が見つからない場合、が見つからない場合、XMLコンバータが例外を出力するコンバータが例外を出力するコンバータが例外を出力するコンバータが例外を出力する
Oracle9i Form上で XMLコンバータを添付 PLLファイルと一緒に使用している場合、FORMS90_PATH
内に PLLファイルが存在しないと、XMLコンバータは例外を送出します。ユーザーは、問題を引き起
こす PLLファイルを表す明白なメッセージのかわりに、あいまいなエラーを受け取ることになります。

Processing XML module vec0005_fmb.xml
@ ERROR - an exception has been encountered:
@ oracle.forms.jdapi.JdapiException: _jni_attach_lib failed

ただし、XMLコンバータはライブラリがなくても処理を続行します。

PL/SQLエディタに関する問題エディタに関する問題エディタに関する問題エディタに関する問題

「「「「CALL」から「」から「」から「」から「CALL_FORM」までのどの単語が出現した場合でも、」までのどの単語が出現した場合でも、」までのどの単語が出現した場合でも、」までのどの単語が出現した場合でも、PL/SQLコンバータで変換コンバータで変換コンバータで変換コンバータで変換
されてしまうされてしまうされてしまうされてしまう
この動作は、単語「CALL」が他のどこかの場所（たとえばコメントなど）で使用されている場合にも
起こります。

コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、PL/SQLコンバータがそのビルトインにコンバータがそのビルトインにコンバータがそのビルトインにコンバータがそのビルトインに
関する警告を出す関する警告を出す関する警告を出す関する警告を出す
コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、PL/SQLコンバータがそのビルトインに関する警
告を表示します。
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JDAPIに関する問題に関する問題に関する問題に関する問題

大文字を使用しないと、大文字を使用しないと、大文字を使用しないと、大文字を使用しないと、JDAPIを使用するを使用するを使用するを使用する Formsオブジェクトを参照できないオブジェクトを参照できないオブジェクトを参照できないオブジェクトを参照できない
Oracle9i Formオブジェクト用に Formsが内部的に使用するのは大文字です。Javaは大文字と小文字を
区別するため、JDAPIを使用している Formsオブジェクトを参照する際には、大文字を使用してくださ
い。

リレーションの作成によるリレーションの作成によるリレーションの作成によるリレーションの作成による Builderのクラッシュのクラッシュのクラッシュのクラッシュ
プロパティ・インスペクタで、制御ブロックにプロパティ「問合せデータ・ソースの名前」を設定しな
いと、「新規リレーション」ウィザードを使用してリレーションを作成するときに、Forms Developerが
クラッシュします。

最初にフォーカスのあるテキスト項目での最初にフォーカスのあるテキスト項目での最初にフォーカスのあるテキスト項目での最初にフォーカスのあるテキスト項目での IMEの起動の起動の起動の起動
Formsが起動し、最初にフォーカスがある項目がテキスト項目であった場合、そのテキスト項目から
フォーカスが移動するまではキーボード・ショートカットを使用した IMEの起動ができません。次の項
目に移動したときや、その項目から最初の項目にフォーカスを戻したときでは IMEは問題なく起動しま
す。また、最初の項目にフォーカスを置いたままの状態でも IMEのパレットなどを使用しての IMEの
起動には問題ありません。

National Language Supportに関する問題に関する問題に関する問題に関する問題
この項では、National Language Supportに関する既知の問題を取り上げます。

� 無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ

� URLのクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用

� 環境設定ファイル内のマルチバイト文字

� Forms Builderで英語表示される機能について

� データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名

� WebFormTitleでの日本語の使用

無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ
この項では次に列挙したメッセージは、無効なメニュー項目タイプのアップグレードに関するものであ
り、英語版以外のメッセージ・ファイルには含まれていません。

メッセージ・ファイルへは、次のメッセージが追加されました。

2500,0, "PLUS-type menu items are not supported in this version of Forms.¥n"
2501,0, "FORM-type menu items are not supported in this version of Forms.¥n"
2502,0, "MACRO-type menu items are not supported in this version of Forms.¥n"
2503,0, "This menu item has been converted to a PL/SQL-type menu item.¥nThe  old command text 
is shown within comments below.¥n"
2504,0, "Consider using the HOST built-in with the original text."
2505,0, "Consider using the CALL_FORM built-in with the original text."
2506,0, "Consider using the MACRO built-in with the original text."

URLのクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用のクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用のクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用のクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用
URLのクエリー・パラメータ（Forms Servletの呼出しに使用される）の中のマルチバイト文字または
双方向文字に対して、適切な処理が行われない可能性があります。たとえば、次のような URLを使用
して、マルチバイト文字を含んだ（fmx）ファイル名の付いたフォームを実行するとします。

http://myserver/forms90/f90servlet?form=abcXX

上の URLを使用した場合（XXはマルチバイト文字または双方向文字を表す）、フォーム・モジュール
が見つからないという意味のエラーが表示されて失敗する可能性があります。この例と同様に、
formsweb.cfgファイル内にマルチバイト・フォーム名を使用しても失敗する可能性もあります。回避策
は、Formの fmxファイルをマルチバイト文字が含まれていない名前に変更することです。この問題は、
将来のリリースで対応される予定です。
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環境設定ファイル内のマルチバイト文字環境設定ファイル内のマルチバイト文字環境設定ファイル内のマルチバイト文字環境設定ファイル内のマルチバイト文字

環境設定ファイル（通称、default.env）内のマルチバイト文字または双方向文字が、正しく読み取れな
い可能性があります。たとえば、そのような文字が FORMS90_PATH変数に含まれている場合（マルチ
バイト文字を含んだ名前の付いたディレクトリが、フォームへのパスに含まれているケース）、フォー
ムが見つからない可能性があります。回避策は、シングルバイト文字のみを含んだ名前の付いたディレ
クトリの下に、フォーム・モジュールを保存することです。

Forms Builderで英語表示される機能についてで英語表示される機能についてで英語表示される機能についてで英語表示される機能について
下記の機能は、一部または全部が英語表示されます。

機能についての詳細は、オンライン・ヘルプを参照してください。

� 「Import Java Classes（Javaクラスをインポート）」ダイアログ

� 「Syntax Palette（構文パレット）」ダイアログ

� 「New Program Unit（新規プログラム・ユニット）」ダイアログ

� 「Find and Replace in Program Units（PL/SQLの検索と置換）」ダイアログ

� PL/SQLエディタ内のポップアップ・メニュー

データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名
データ・ブロック・ウィザードを使用してデータ・ブロックを作成するときは、￥（全角の円記号）を
使用した表を指定することができません。 

WebFormTitleでの日本語の使用での日本語の使用での日本語の使用での日本語の使用
Formアプレット内でウィンドウのタイトルを指定するアプレット起動タグのパラメータ、
WebFormTitleの値として、日本語文字列を指定しても実行時に正しく表示されません。アルファベッ
トによる英語表記を使用してください。

ドキュメントの正誤表ドキュメントの正誤表ドキュメントの正誤表ドキュメントの正誤表
この項では、Oracle9i Formsドキュメンテーション・セットに関する既知の問題を取り上げます。

� オンライン・ヘルプ・システム

� Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド リリース 9.0.2

� 「PL/SQL Converter」と「GUIバージョンのMigration Tool」の「Oracle9i Forms Migration 
Assistant 」への改名

オンライン・ヘルプ・システムオンライン・ヘルプ・システムオンライン・ヘルプ・システムオンライン・ヘルプ・システム

デバッガでのデバッガでのデバッガでのデバッガでの PL/SQLパッケージ用グローバル変数の参照パッケージ用グローバル変数の参照パッケージ用グローバル変数の参照パッケージ用グローバル変数の参照
オンライン・ヘルプ・トピックの「About Debugging」では、箇条書きの 6番目に、インストール済の
PL/SQLパッケージ用グローバル変数を参照できる旨が言及されていますが、これは誤記です。これら
の変数は、デバッガでは表示できません。

デフォルト・アラート・ボタンのプロパティが必須になっていて省略できないデフォルト・アラート・ボタンのプロパティが必須になっていて省略できないデフォルト・アラート・ボタンのプロパティが必須になっていて省略できないデフォルト・アラート・ボタンのプロパティが必須になっていて省略できない
アラート・プロパティ用のオンライン・ヘルプ・トピックの「Default Alert Button Property」には、こ
のプロパティがオプションである旨が記載されていますが、実際には必須です。

環境変数の誤植環境変数の誤植環境変数の誤植環境変数の誤植
FORMS90_DEFAULTFONTのページでは、FORMS90_DEFAULTFONTが FORMS60_DEFAULTFONT
と誤植されています。
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Javaインポータ・ヘルプ内のパスの誤植インポータ・ヘルプ内のパスの誤植インポータ・ヘルプ内のパスの誤植インポータ・ヘルプ内のパスの誤植
オンライン・ヘルプ・トピック「Java Importer」（「C.3 Installation Requirements」の項）には、無効な
パスが記載されています。

ORACLE_HOME/TOOLS/COMMON60/JAVA/importer.jar
正しいパスは次のとおりです。

ORACLE_HOME/JLIB/importer.jar.

JDAPIドキュメントの中に不正なドキュメントの中に不正なドキュメントの中に不正なドキュメントの中に不正な Javaコードが含まれているコードが含まれているコードが含まれているコードが含まれている
オンライン・ヘルプ・トピックの「Starting A Jdapi Session」には、次のような Javaコードが含まれて
います。

  import oracle.forms.jdapi.*;

  // Jdapi.startup() does not need to be called because we are starting
  // the Jdapi in default mode.
  //
  public class JdapiSessionExample
  {
    public static void main(String[] args)
    {
      // suppress errors from missing subclassed modules
      Jdapi.setFailSubclassLoad(true);
      // suppress errors from missing PLLs
      Jdapi.setFailLibraryLoad(true);
// This line will cause initialisation FormModule. fmb = new FormModule("myform.fmb");

FormModule. fmb = new FormModule("myform.fmb");
      // program code goes here
      ...
      // finally, free API resources
      Jdapi.shutdown();
    }
  }

ボールド体の行には、FormModuleに続いてピリオドが付いています。その行ではピリオドが原因で
Javaがコンパイルされません。

JDAPIサブクラスのサンプルの中に不正なコードが含まれているサブクラスのサンプルの中に不正なコードが含まれているサブクラスのサンプルの中に不正なコードが含まれているサブクラスのサンプルの中に不正なコードが含まれている
オンライン・ヘルプ・トピックの「Low-level Subclassing Using Parent Properties」には、次のような
コード行が含まれています。

blockA.setParentModuleStorage(JdapiTypes.PAMO_FILESYSTEM_CTID);

上のコード行は、コンパイル・エラーの原因になります。

cannot resolve symbol
symbol: variable PAMO_FILESYSTEM_CTID
blockA.setParentModuleStorage(JdapiTypes.PAMO_FILESYSTEM_CTID);

解決策は、このコード行をコメント・アウトすることです。そうすれば、サンプルがコンパイルされま
す。

JavaBeanソース・コードのサンプルの誤植ソース・コードのサンプルの誤植ソース・コードのサンプルの誤植ソース・コードのサンプルの誤植
オンライン・ヘルプ・トピックの「Low-level Subclassing Using Parent Properties」には次のソース・
コードが記載されていますが、このコード行はコンパイルされません。

XPos := CurrentValue;
   get_parameter_attr(BeanValListHdl,'MouseY',ParamType, CurrentValue);
   YPos := CurrentValue;
   MsgBox('If you click at '||to_Char(XPos)||'/'||to_Char(YPos)||'
  again I may drop these beans');

ボールド体の行の「MsgBox」を「message」で置き換えれば、コードがコンパイルされます。
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DO_COMMIT動作に関する記述が不明瞭動作に関する記述が不明瞭動作に関する記述が不明瞭動作に関する記述が不明瞭
EXIT_FORMビルトイン用のオンライン・ヘルプ・トピックでは、DO_COMMITの状態が次のように
解説されています。

"Forms validates the changes, performs a commit, and exits the current Form without 
prompting the operator."

Formsの実際の動作は、変更内容を検証してコミットを実行し、オペレータが変更内容をコミットした
場合は入力を要求せずに現在のフォームから出るというものです。

デバッガでの変数値の変更に使用可能なウィンドウに関する説明が不完全デバッガでの変数値の変更に使用可能なウィンドウに関する説明が不完全デバッガでの変数値の変更に使用可能なウィンドウに関する説明が不完全デバッガでの変数値の変更に使用可能なウィンドウに関する説明が不完全
オンライン・ヘルプ・トピックの「Modifying a Variable Value」の手順 1として、次のような内容が記
載されています。

1. Display the appropriate debug window (Variables, Form Values or Global/System Variables).

しかし、正しくは次のような内容です。

1. Display the appropriate debug window (Variables, Form Values, Watch, PL/SQL Packages or 
Global/System Variables).

Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド利用ガイド利用ガイド利用ガイド リリースリリースリリースリリース 9.0.2
1. 第 5章の手順 1で、mod_osso.confファイルを次のように変更します。

ORACLE_HOME/forms90/server/forms90.conf file.

2. 手順 1には、次の行を forms90.confファイルに追加する指示も記載されています。

<IfModule mod_osso.c>*
 <Location forms90/f90servlet>
    require valid-user
    authType Basic
   </Location>
</IfModule>*

上述の行は、forms90.conf内にすでに含まれてはいますが、コメント・アウトされてしまっています。
そのコメントを解除してシングル・サインオン（SSO）を有効にしてください。

3. 上述のコードでは、現行のドキュメントには含まれていない新規の行がアスタリスク（*）で示され
ています。

「「「「PL/SQL Converter」と「」と「」と「」と「GUIバージョンのバージョンのバージョンのバージョンの Migration Tool」の「」の「」の「」の「Oracle9i Forms 
Migration Assistant 」への改名」への改名」への改名」への改名
Formsドキュメントに、「PL/SQL Converter」と「GUIバージョンのMigration Tool」が記載されてい
る場合があります。現在これらの名前は、「Oracle9i Forms Migration Assistant」に変更されています。
Oracle9i Forms MigrationAssistantのドキュメントは、OTN-Japanまたは OTNから入手できます。 
18    Oracle9i Forms Developer and Forms Services リリース・ノート


	Oracle9i Forms Developer and Forms Services
	目次
	一般的な問題と回避策
	Oracle JInitiatorを使用するお客様にとって重要な情報
	Oracle以外のデータベースに対するサポート
	インストール済のOracle9iAS内にdemoCAcert.txtが存在していない
	オンライン・ヘルプ・トピック不明のエラー
	JDAPI Javadocの入手
	XMLTOOLS Javadocの入手
	Oracle9i Forms Migration Assistantの入手
	SSOでHTTPとHTTPSを同時に使用できない

	構成上の問題と回避策
	Graphics統合の問題
	TK_PRINTERの値を設定する必要がある
	Form内のグラフィック統合

	ORARRPがサポートされていない
	FormとReportの統合の問題
	Report統合の失敗時のエラーfrm-41213
	UnixでForm BuilderからはReports Builderを起動できない

	アプリケーション配置ではSun Java 1.3のプラグインがサポートされていない
	Formsアプリケーションの配置
	新規のエラー・メッセージ
	名前付き構成セクション内にOTHERPARAMSがある場合は、デバッガを使用できない
	UNIXプラットフォーム上でのRun Formの使用
	Oracle9i FormsでのHTTPSおよびシングル・サインオン（SSO）の有効化
	ORACLE_HOMEが39文字を超える場合の問題
	Forms Classpathが511文字を超える場合のJVMのダンプ
	移行ツールの入手
	FormsとReportの統合がデバッグ・モードで機能しない
	Graphics統合がサポートされないOSの組合せ
	FormsとReportsの統合に関する考慮事項
	その他の要件

	ブラウザの"URL Not Found"エラー
	Graphics 6iを埋め込んだFormsの実行

	Oracle9i Formsに関する問題
	Oracle9i FormsとEnterprise Managerに関する問題
	Enterprise ManagerでFormsセッションを強制終了した場合、その処理に約1分かかる
	Enterprise Managerによるformsweb.cfgからのコメント除去

	Oracle9i Formsのトレースに関する問題
	定義済ログ名が作成不可能
	Oracle TraceでのOracle9i Formsに対するサポート廃止

	パスにスペースが含まれているディレクトリにフォームを保存した場合は、「フォームの実行」を使用できない
	キーボード・ショートカットの変更
	JDeveloperで作成したPJCのFormsへの配置
	完全なCLASSPATHがJDAPIで使用できない
	Java Plug-inを使用してNetscapeでWeb Formsを実行すると、セキュリティ警告メッセージが表示される
	レイアウト・ウィザードでのアンダースコア記号の扱い

	Oracle9i Formsの既知のバグ
	1883年11月18日以前の日付に対するタイム・ゾーンのサポート
	NCHAR列またはNVARCHAR2列内のデータがフォームによって破壊される
	クエリー実行後にONETIMEWHEREブロック・プロパティを取得した場合、Formがクラッシュする可能性がある
	レイアウト・エディタにアイコン・ボタンがGIF/JPGイメージで表示されるようにする必要がある
	キーボードを使用しても「Select Java Classes」フィールドにナビゲートできない
	Migration Assistant
	Migration AssistantとPLLファイル
	「変換後にコンパイル」

	RUN_PRODUCTビルトインを、もう1つの別のフォーム・セッションの起動に使用すると、エラーが発生する
	実装クラス内に有効なBean名が含まれている場合、FRM-13008エラーが返される
	レイアウト・エディタのBean領域内に、有効なBeanが表示されない
	XMLTOOLに関する問題
	FormモジュールのXML変換とその逆変換
	XMLからFMBへの変換では、画像エラーが通知されない
	PLLが見つからない場合、XMLコンバータが例外を出力する

	PL/SQLエディタに関する問題
	「CALL」から「CALL_FORM」までのどの単語が出現した場合でも、PL/SQLコンバータで変換されてしまう
	コメント・アウトされた無効なビルトインがあると、PL/SQLコンバータがそのビルトインに関する警告を出す

	JDAPIに関する問題
	大文字を使用しないと、JDAPIを使用するFormsオブジェクトを参照できない
	リレーションの作成によるBuilderのクラッシュ
	最初にフォーカスのあるテキスト項目でのIMEの起動


	National Language Supportに関する問題
	無効なメニュー項目タイプのアップグレード・メッセージ
	URLのクエリー・パラメータとフォーム名の中でのマルチバイト文字の使用
	環境設定ファイル内のマルチバイト文字
	Forms Builderで英語表示される機能について
	データ・ブロック・ウィザードで使用できない表名
	WebFormTitleでの日本語の使用

	ドキュメントの正誤表
	オンライン・ヘルプ・システム
	デバッガでのPL/SQLパッケージ用グローバル変数の参照
	デフォルト・アラート・ボタンのプロパティが必須になっていて省略できない
	環境変数の誤植
	Javaインポータ・ヘルプ内のパスの誤植
	JDAPIドキュメントの中に不正なJavaコードが含まれている
	JDAPIサブクラスのサンプルの中に不正なコードが含まれている
	JavaBeanソース・コードのサンプルの誤植
	DO_COMMIT動作に関する記述が不明瞭
	デバッガでの変数値の変更に使用可能なウィンドウに関する説明が不完全

	Oracle9iAS Forms Services 利用ガイド リリース9.0.2
	「PL/SQL Converter」と「GUIバージョンのMigration Tool」の「Oracle9i Forms Migration Assistant」への改名



